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表紙写真

御船町恐竜博物館新館の展示工事．

写真は2014年に行われた御船町恐竜博物館新館常設展示室の展示工事の様子である．写真奥では展示ケースの

設髄作業が行われており，手前ではアパトサウルス(Apatosα"廊畑excelsus(Marsh,1879))の全身骨格レプリカの組

み立て作業が進められている．これは,1901年にカーネギー博物館によってアメリカワイオミング州のアルバニー

郡（モリソン層：ジュラ紀後期）で発掘され，現在，ワイオミング大学地質博物館に展示されている標本(登録番

号UW-15556)のレプリカである．アパトサウルスは,竜脚類の中では比較的首が太く短い草食の恐竜である．現在，

本属には3種が知られているが，ここに展示されているApatosa"汀‘sex“ん"sは，かつてはBrontosa"rusexcelsus(J

ロントサウルス）と呼ばれていた種であり，チャールズ･ギルモアが1936年に発表した論文の中で,N0.563C.M.

として記救されている歴史的な標本である．この個体は全長25mに達する．

（写真：徳永義和・解説：池上直樹）


